
算数オンライン塾 7 月 15 日の問題 解説 
 

（解説） 
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三角すい TGUV：三角形 QPCV：三角すい EUFR＝４×４×４：１×１×１：２×２×

２＝64：１：８ 求める立体は三角すい TGUV×
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（１）側面を切って展開すると右図のようにな

ります。 

このとき BP＝２cm、EF＝４cm で 

三角形 BRP と三角形 REF は相似の三角形で

すから、BR：RF＝１：２になるので 

BR の長さは 
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切断した立体は右図のようになります。 

ここで BP＝PC ですから VC＝
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BR：EF＝１：２より UF＝EF＝４cm です。

したがって求める立体は三角すい TGUV か

ら三角形QPCVと三角すいEUFRと三角す

い TEHS を引けば良いことになりますが、

三角すい EUFR と三角すい TEHS は合同

で、三角すい TGUV と三角形 QPCV と三

角すい EUFR は相似です。 
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